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平原氏の受賞理由

• インターネットのリソース管理の展開に
決定的な貢献をした

– JNIC /JPNICの設立に重要な役割を果たした

• JNIC / JPNICは、世界でもパイオニアのccTLDおよび
IPアドレスレジストリであったが、その組織化、規則や
手順の文書化、サービス設計を行った

– APNICの設立にも重要な役割を果たした

• 日本だけでなく、アジア太平洋地域のすべての国の人
々が簡単に、IPアドレス資源を得ることを可能とすべく
APNIC設立を提案。インターネットの到達範囲を拡張
した
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Internet Society(ISOC)とは

• インターネット技術とシステムに
関する標準化、教育、ポリシー
に関する課題の解決を目的と
した非営利の国際組織

• 1992年より国際的な調整機関
としての役割を担う

• その下部組織には、 IETFや
IABがある

• JPNIC副理事長の江崎浩は
ISOC理事でもある
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インターネットの殿堂とは

• インターネットを作り上げるにあたり、並外れた貢献
をした個人に対し、「インターネットの生きた歴史」と
して表彰し、Web上のミュージアム(殿堂)に掲載する
ISOCのプログラム

• 2012年から、毎年20～30余名の人を選出している

• 以下の3部門がある

– パイオニア(インターネット初期の設計と開発に尽力した
個人)

– イノベーター(技術、産業、またはポリシーの進歩の分野
で卓越してインターネットの拡大を進めた個人)

– グローバルコネクター(インターネットのグローバルな成長
と利用に著しい貢献をした個人)
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日本での受賞者

• 高橋徹氏(2012年)
– グローバルコネクター部門

– 受賞理由：1990年代に日本とアジアでインターネットの商
用化に尽力等

• 石田晴久(故人)(2013年)
– グローバルコネクター部門

– 受賞理由；TCP/IPを推し進め、セキュリティ分野でも活躍
。JNSA、ISOC日本支部等の推進等

• 村井純氏(2013年)
– パイオニア部門

– 受賞理由：日本のインターネットの父。JUNET、WIDEプ
ロジェクト、JPNICの推進等

※写真はInternet Hall of Fameに掲載のものを借用
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平原正樹さんについて
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平原正樹(ひらばる・まさき)さん

• 1960年6月12日生まれ

• 2008年7月29日急逝、
享年48

• インターネットの黎明期
から発展期において、
その構築と発展に多大
な業績を残す

写真提供: 田中仁氏
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• 北九州市出身、九州大学を卒業・勤務

• JUNETの黎明期よりその運営に携わり、在学中
より、九州地区のJUNETゲートウェイの管理運用を
担当

• WIDE九州NOCの立ち上げ・運用を担当
WIDEプロジェクト ボードメンバー
(1988年～1995年)大学間相互接続ネットワーク
JAINの創立・運営に寄与

• JPNICの前身、JNICを創立(1990年)
• 九州地区地域ネットワーク(KARRN)の立ち上げに
参画、中心的役割を果たす(1992年)

九州時代(～1992年)
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JPNIC/APNIC時代(～1995年)

• JPNICの創立に尽力、
初代運営委員長
(1993年～1995年)

• APNIC実験プロジェクトを
村井純氏と共同提案(1993年)
– 「A Proposal for APNIC experiments」

(1993年1月13日)
– JPNIC内に設立されたAPNIC
ワーキンググループの主要メンバー
として、APNICの立ち上げに尽力

– APNIC初代事務局メンバー(1993年～1995年)
https://sites.google.com/site/internethistoryasia/lib/add-doc/apccirn-document-list/apccirn-020-1
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Merit時代～(1996年-2008年)
• 日本のすべての役職を辞し、米国ミシガン大学

Merit Network, Inc.の研究員に(1996年～2000年)
– Multi-threaded Routing Toolkit(MRT)の開発

– MRTへのIPv6ルーティングサポート機能追加

• (財)九州システム情報技術研究所(ISIT)
(2000年～2003年)
– APAN等、ネットワークに関する活発な研究活動を行う

– 後の北村泰一の発表にゆずる

• 独立行政法人情報通信研究機構(NICT)
(2003年～2008年7月)
– 2006年よりグループリーダーとして50名以上の部下を
抱え、研究活動・マネージメントに活躍 12



JPNICにおける活躍１
(JNICの組織化)

• 当時村井氏はJon Postel氏と、日本のインターネットの資源管
理のあり方について議論をすすめていた

– 「皆が対等の立場で参加できる、グローバルなインターネットレジスト
リ」の仕組み作り

• 村井氏は「平原さんたち九州が日本に対して行っていること
を、日本が世界に対して行ってほしい」と考えた

• 村井氏は平原さんに、日本のインターネットレジストリである
「JNICの立ち上げと活動の推進」を依頼

• 平原さんはその期待に応え、JNICからJPNIC、そして現在へ

とつながる日本のインターネットの発展をインターネットレジ
ストリの立場から支えた
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JPNICにおける活躍２
(1991年日本ドメイン名の割り当てについて)
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「JPNICの活動とAPNIC」 村井純、平原正樹、中山雅哉
IP Meeting ’93のプロシーティングスより

• 1993年、ネットワーク

団体による会員組織と
して改組

• 会費を徴収することで、
外部援助に頼らない
独立した運営体制を
確立

「JPNICおよびAPNIC」 平原正樹、中山雅哉
IP Meeting ’94のプロシーディングスより

JPNICにおける活躍3
(JPNICの組織体制整備)
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東京大学大型計算機センターでのJNIC
https://www.nic.ad.jp/ja/history/10th/page01.html

16



最後に
～平原さんがインターネットに遺したもの～

• インターネットの資源（識別子）管理を、小さな研
究用コンピュータネットワーク向けにボランティア
有志で行うものから、地球上のみんなが使う情報
社会基盤を担えるものとする、とても大きな足が

かり であった

 利用者本位の明確なルール設定

 独立して安定した業務基盤の構築

 グローバルなインターネットを支えうる体制の構築

• JPNICも平原さんの業績がこのように認められた
ことを大変光栄に感じています。
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おしらせ
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PR：「JPNIC20年の歩み日本のインターネットととも
に」のリバイス版を近日中にWebで発行予定

• 日本の資源管理の経緯・沿革をまとめ、作成した
もの

• 前回になかったリファレンス等を
つけた上で、加筆した

• 各トピックスに分けて解説

1. 資源管理とレジストリ

2. JNIC発足以前の資源管理からJPNICの設立まで

3. JPNICによる資源管理への本格的な体制整備

4. 本格的なインターネット時代に向けた資源管理の変遷

5. グローバルなIPアドレス管理体制の確立へ

6. ICANNによるグローバルなドメイン名管理体制

7. 汎用JPドメイン名とJPRSの誕生

8. IPv4アドレス在庫枯渇とIPv6
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